
２０１６熊本地震について 

地域における情報流通の確保等に関する分科会（第２回） 御中 
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①FM791の概要 

設立：1996年（平成8年）4月1日 

    ・九州で最初に開局したコミュニティエフエム。全国で30局目 

資本金：9,000万円 

社員数：19名（役員、嘱託含む） 放送に関わる社員：９名（役員除く） 

株主 ：熊本市（20％）・熊本日日新聞社・熊本リビング新聞社・ 

     肥後銀行・熊本銀行・鶴屋百貨店 他 合計18社 

演奏所：熊本市中央区辛島町 ８－２３ 

送信所：熊本市西区河内町岳 １８８ 

空中線電力：20 W （海抜６７０．５m） 

エリア：熊本市（人口74万人弱・世帯数31万6千世帯強）のほぼ全域と 

    周辺市町村の一部＝熊本都市圏約100万人 

平成27年3月期決算 

売上 142,705千円（うち、放送関連売上 108,939千円） 

経常利益 7,417千円 

会社設立の目的：「地域密着」「市民参加」「防災」 
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②開局時からの 

防災・災害放送への取り組み 

☆開局時から 
 

・熊本市との災害緊急放送に関する協定 

  市に災害本部が立ち上がれば、放送対応。市からの割込放送（防災、消防など） 

 

・熊本市は、毎年梅雨時期に大雨が降り、年に1回程度の台風が上陸する 

 その際には、災害放送を優先。生放送をする。 ライフライン（電気・ガス・水道・JR・バスなど）からの情報の取り方、 

   国土交通省から河川水位情報、災害本部からの情報の取り方を学ぶ 
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☆2008年から 
 

・ 社員のほぼ全員が防災士を取得。一部パーソナリティも。 

 

・ 熊本市広報課提供で、防災啓発番組「ラジオでまな防災」 

  月～金5分番組（再放送あり）スタート。 

  現在も「熊本市民あんぜんあんしん大作戦」と番組タイトルを変えて継続している 

 



②開局時からの 

防災・災害放送への取り組み 

☆2010年から 
 

・ 熊本市危機管理防災総室提供で、防災啓発番組「防災ひろめ隊」 

  毎週土30分番組スタート。現在も放送中。 

 

☆2012年から 
 

・ 熊本市が緊急告知ラジオを導入、弊社に運営委託。 

  月に1回、起動テスト放送を実施。 

  緊急告知ラジオ：2016年4月現在 7,000台強 
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③今回の地震の放送について 

☆経過 

4月14日（木）午後9時26分 前震 震度7 

↓ 

4月16日（土）午前1時25分 本震 震度7 

↓ 

4月18日（月）～30日（金） 臨時災害放送局として放送 

↓ 

5月  1日（土）午前7時～ 通常放送へ戻る 

※ 4月14日(木)午後9時51分から5月1日(土)午前7時まで、17日間生放 
  送を実施。１４日前震以降は、レギュラー番組を、１６日本震以降は、 
  CMも全て放送停止。 

5 

参照：詳細資料１ 



☆前震・本震から３日間  

 

「命を守るための情報」をオンエア 

：避難所、ライフライン（特に水）、炊き出し、食糧があるお店（コンビニ、スーパー）、ガソリンスタンドなど 

 

☆３日目以降 

 

上記情報に加え、「元気に暮らすため」「災害から前向きに歩む」の情報をオンエア 

：医療関係、コンビニ、スーパー、ホームセンター、入浴、コインランドリー、被災家屋、応急危険度判定、
ボランティア、り災証明、エコノミークラス症候群予防など 

 

そして、ラジオを聴くことでの癒し＝こころのケア 

  

 

※１８日（月）＝３日目には、テレビや他のラジオも、通常放送に。テレビ画面には字幕、ラジオもネット番
組の合間や自社放送内には地震関連の情報は入っていたが、地震関連の放送を、４月末日まで１７日間
流し続けたのは弊社のみ。流し続けたことが重要だった。 

④熊本地震において弊社の放送が果たした役割 
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⑤ここから学んだ教訓 

☆ラジオは有効であった 
 

【 なぜ？ 】 

 ・阪神、中越、東日本とラジオが地震の時には役立つと言われ、防災袋の中にはラジオがあったのでは。そこに停電。 

 ・ＳＮＳでのデマ 

 ・高齢化→ＳＮＳより、ラジオ、テレビ、新聞 

 ・車の中で→車中泊、車での移動途中に 

 ・ながらができた→聴きながら片付け、買い出しなど 

 

☆その地域での有効なコミュニティとの関わりが、日頃からできているのか？ 
  

 ・校歌が好評だった要因 

 

☆会社の備えは、まず初動 
  

 ・今回は、前震も本震も体制が組めたことはラッキーだった。 

 ・会社に誰も人がいない時にどうするのか？ その時の機材や送信所は？ 

 

☆社内での、災害放送に関する意識は、統一されているか？ 
 

 ・「命を守るため」「元気に暮らすため」「災害から前向きに歩いていくため」の情報とは？ 

   → 災害の状況、災害からの時間、地域の状況＝特徴などで、変化していくもの。それをタイムリーに放送に。 
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⑥災害に備え、放送事業者がやるべきことや課題 

☆通常時に、非常時の対応訓練が必要 → 設備、人的 

 

※今回、弊社が対応できたのは、２０年前から大雨、台風時に対応していたから。 

 

 

☆社員、放送スタッフの防災意識向上 → 防災士など勉強しておくことが大事 

 

※メディアの人間として、非常時にはどう対応するかの心構えが大前提 

 

 

☆非常時に対応できる、財務基盤の確保 

8 



⑦国に対する要望 

臨時災害放送局の運営経費は、ぜひ国で見ていただきたい。 

 

そのためには、激甚災害における国からの交付金の中に、臨時災害放
送局の運営費用という項目を入れていただきたい。 
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☆前震発生時から本震まで 
 
・ その日は新人の歓迎会を実施。一次会終了し、一部は二次会へ。 
   ほぼ全員の社員が会社もしくは会社近辺にいた。 
 

・ 地震の第一報は、ミュージックバード「THE NITE」内での 
   大西氏の緊急地震速報 
 

・ 自社放送は、9：41に割り込みで第１報の地震速報、 
  それから9：51まで、4回速報を入れる 
 

・ 9：51から全面的に自社の生放送に切り替え放送する。 
  地震震度速報、安全確保の呼びかけを中心に朝まで放送 
 

・ 朝から通常番組の内容を変更して放送したが、ライフラインも交通機関も問題なし、 
  地震関連の情報としてオンエアしたのは、「地震ででたゴミの出し方」くらい 
 

・ 地震発震後、熊本市は災害対策本部を設置。余震も続くし、 
  それに対応するため、社員2名とパーソナリティ3名が、夜間待機勤務。 

今回の地震の放送について 
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詳細資料１ 



☆本震発生時 

 
・ 何かつかんでいないと立っていられないくらいの 

  衝撃と揺れが、約30秒～45秒 

 

・ 5秒後くらいに停電。USP無停電電源装置が起動せず。 

 

・ 発電機を起動させ、中継用のミキサー卓にマイクを入れ、 

  マスターに直結。携帯用ラジオで確認をし、約40分後に放送開始。 

  「先ほど、大変大きな地震が起こりました。 

  みなさん、命を守る行動をしてください。安全な場所に避難してください・・・。」 

 

・ 約3時間後の4：30頃に電気が回復。スタジオからの放送に切り替える。 

  夜間当番以外の社員も出社して、情報収集を始める。 

今回の地震の放送について 
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詳細資料１ 



・ 16日(土)＝1日目：ひたすら命を守る情報の発信 

 （安全確保＝避難所、ライフライン＝電気・ガス・水道の情報→ほぼ全面ストップ） 

 

・ 17日(日)＝2日目：上記に加え、生きていくための生活情報の収集と発信 

 （コンビニ、スーパー、ホームセンターなどの開店状況、ガソリンスタンド、コインラ 

  ンドリー、お風呂など） 

今回の地震の放送について 
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詳細資料１ 



・ 18日(月)＝3日目：臨時災害放送局へ移行。 

  やっていることは何も変わりなし。 

  生きるための情報、 

  前向きに生活していくための情報を発信。 

 

局内の体制整備 

 

→放送スタッフ 3交代制 6：30～15：00 

                15：00～22：00 

                22：00～6：30 

 

→社員 2交代制     7：00～19：00 

               19：00～7：00 

今回の地震の放送について 
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詳細資料１ 



・ 19日(火)＝4日目：それまで、インストゥルメンタルを中心に、 

         あまり影響がない音楽をオンエアしていたものを、 

         普通に音楽をオンエアする。リクエスト受付開始。 

 

・ 20日(水)＝5日目：大西熊本市長が、熊本市に支援物資は不要と宣言。 

         放送は、6：30～22：00までは、情報を中心に。22：00以降は、 

         明日の情報を加え、癒しの放送を。 

今回の地震の放送について 
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詳細資料１ 



・ 21日(木)以降＝6日目以降：上記内容を継続しながら、 

            新しい情報を随時放送。 

・ 22日（金）以降＝15：００～22：００の時間帯に熊本市立小学校の校歌の 

             リクエストを受け付け、オンエアする。 

 

電気は震災後ほぼ1週間で回復。水道は2週間でほぼ幹線の管は終了したが、 

個別（家の敷地内）での漏水が多数。都市ガスは回復まで3週間程度かかった。 

今回の地震の放送について 
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詳細資料１ 
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